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１ 人口等の動向 

 

（１）人口の推移 

  ①人口構造 

本市の令和６年４月１日現在の総人口は、男性２５，３５１人、女性２６，５８８人の計   

５１，９３９人です。人口ピラミッドを見ると、７０代前半の人口が最も多く、２０代と５歳

未満の人口が少なくなっており、今後さらに少子化が進むことが懸念されます。 

 

■人口ピラミッド（令和６年 4 月 1 日現在） 
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1,012
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0 1,000 2,000 3,000

女性 26,588人

(人)
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 25-29
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 35-39

 40-44
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 50-54

 55-59
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 65-69
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 75-79

 80-84

 85-89

90歳～

男性 25,351人

(人)

総人口 51,939人

資料：住民基本台帳
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②年齢３区分別人口及び年少人口割合等の推移 

令和２年以降の人口の推移を見ると、総人口は一貫して減少傾向にあります。 

年齢３区分別に見ると、年少人口（１５歳未満）と生産年齢人口（１５歳以上６５歳未満）

が減少を続けているのに対し、老年人口（６５歳以上）は横ばい傾向にあることから、少

子高齢化が確実に進んでいる状況がうかがえます。 

また、少子高齢化の進展に伴い、総人口に占める年少人口割合は低下、高齢化率は上

昇を続けています。 

 

■年齢３区分別人口及び年少人口割合等の推移 

 

7,463 7,368 7,199 6,948 6,745

29,739 29,106 28,464 28,123 27,707

17,074 17,260 17,394 17,357 17,487

54,276 53,734 53,057 52,428 51,939

31.5% 32.1% 32.8% 33.1% 33.7%

13.8% 13.7% 13.6% 13.3% 13.0%

-100%

-80%

-60%

-40%

-20%

0%

20%

40%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

年少人口 生産年齢人口 老年人口

高齢化率 年少人口割合

資料：住民基本台帳（各年４月1日現在）

（人）
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③ 自然動態－出生数と死亡数の推移－ 

平成３０年以降の出生数、死亡数の推移は以下のとおりで、毎年、死亡数が出生数を

上回る自然減の状態が続いています。令和４年は、出生数３７０人に対し死亡数７５７人

で、３８７人の自然減となっています。 

 
■出生数と死亡数の推移 
 

439 401 371 375 370 

718 718 723 765 757 

0

200

400

600

800

1,000

平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

(人)
出生数 死亡数

資料：住民基本台帳  
 

④ 合計特殊出生率の推移 

合計特殊出生率とは、１人の女性が一生の間に出産する子どもの人数で、１５歳から 

４９歳までの女性の年齢別出生率を合計した人口統計の指標です。 

本市の合計特殊出生率は、平成２５～２９年の１．９５まで上昇が見られたものの、平成

３０～令和４年には再び１．７７まで低下しています。一貫して、国・県の数値を上回ってい

ますが、人口置換水準（人口が増加も減少もしない均衡した状態になる合計特殊出生率

の水準）である２．０７を大きく下回って推移しています。 

 
■合計特殊出生率（ベイズ推定値）の推移（国・県との比較） 

 

1.31 

1.38 
1.43 

1.33 

1.52 

1.61 1.63 
1.59 

1.80 
1.90 

1.95 
1.77 

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

1.9

2.0

平成15～19年 平成20～24年 平成25～29年 平成30～令和４年

全国 佐賀県 伊万里市

資料：人口動態保健所・市区町村別統計の概況（人口動態統計特殊報告）  
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⑤ 本計画期間中における 11 歳以下の児童人口の推計 

令和２～６年の住民基本台帳の男女別各歳人口データに基づき、コーホート変化率法

によって本市の人口推計を行いました。 

そのうちの１１歳以下の児童人口の推計結果は以下のとおりで、令和６年実績で    

５，１２４人であったのが、５年後の令和１１年には４，２３５人となる見込みで、８８９人  

（１７．３％）の減少となっています。 

 
■11 歳以下の児童の各歳別人口推計結果 

 

 
 

 

 

 

 

333 333 326 320 312 305

337 341 341 334 328 320

378 338 342 342 335 329

385 380 340 344 344 337

360 381 376 336 340 340

434 359 380 375 335 339

411 431 356 377 372 332

495 411 431 356 377 372

455
494

410 430 355 376

500
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493
409 429 354

531
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405 425
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450

489
406

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和10年 令和11年

(人)
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８歳

７歳

６歳

５歳

４歳

３歳

２歳

１歳

０歳

(推計)(実績)

5,124

4,235
4,421

4,561
4,740

4,949
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（２）未婚率の推移 

２０～３９歳の男女の未婚率の推移を５歳階層別に見ると、いずれの区分においても未婚

率が上昇しており、依然として、晩婚化・非婚化の傾向が続いていることがうかがえます。 

 
■未婚率の推移 
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資料：国勢調査
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２ 世帯数の推移 

 

平成１２年から令和２年までの２０年間の一般世帯数（総世帯数から施設等の世帯数を

除いたもの）の推移は下図のとおりで、一貫して増加傾向が続いています。 

単独世帯や核家族世帯の増加は続いていますが、三世代家族等その他の世帯は減少が

続いています。 

また、単独世帯の増加、三世代家族等その他の世帯の減少により、１世帯あたりの人員

数も減少が続いており、令和２年は２．５５人となっています。 

なお、平成１７年まで増加傾向にあった母子世帯数は、その後やや減少に転じており、父

子世帯数はほぼ横ばい傾向にあります（次ページ、母子・父子世帯数の推移参照）。 

 

■一般世帯数の推移 
 

3,648 4,203 4,677 5,136 5,903

10,040 10,180 10,508 10,638
10,761

4,900 4,690 4,348 3,860 3,251
18,588 19,073 19,533 19,634 19,915

3.11 2.97 2.84 2.72 
2.55 

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

単独世帯 核家族世帯 その他の世帯 １世帯あたり人員

資料：国勢調査(各年10月1日現在)

（人）
（世帯）
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■母子・父子世帯数の推移 

386 400 393 392 367

52
56 41 43

46

438
456

434 435
413

0

200

400

600

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

母子世帯 父子世帯

資料：国勢調査

（世帯）

(各年10月1日現在)
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３ 就労環境 

 

（１）女性の年齢階層別就労状況 

我が国の女性の労働力率※を下図のとおり年齢階層別にグラフ化すると、平成２７年

の本市や令和２年の県のグラフに見られるようないわゆる「Ｍ字カーブ」を描くのが一般

的です。３０代前半での労働力率の低下は、出産や育児による就労率の減少を、３０代後

半からの増加は、再就職等による就労率の上昇を示していると考えられます。 

本市においても、平成２７年ではＭ字カーブが見られますが、令和２年においては全年

齢階層において労働力率が上昇し、Ｍ字カーブもほぼ解消されつつあります。 

働きたい女性が家庭生活と職業生活を両立し、結婚、出産、育児期にも継続して働くこ

とができる状況はそれ自体望ましいことですが、一方で、子育てに伴う経済的な負担の

大きさが働かざるを得ない状況を生み出し、それが高い労働力率につながっている可能

性も考えられます。 

※労働力率：人口に占める労働力人口（就業者＋完全失業者）の割合 

 

■女性の年齢階層別労働力率の推移と県との比較 
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87.2 
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資料：国勢調査（各年10月1日現在）



第２章 子どもと子育て家庭を取り巻く現状 

 

- 15 - 

 

 （２）母親の就労状況 

アンケート調査の結果から母親の就労状況を見ると、就学前児童の母親で８５．５％、

小学生の母親で８９．０％の人が働いており、いずれも平成３０年度調査結果に比べ割合

が高くなっています。 

また、現在就労していない母親についても、就学前児童の母親で２８．０％、小学生の

母親で４８．４％の人が「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と考えていることが

わかります。 

 

■母親の就労状況（平成 30 年度調査結果との比較） 

65.0 

53.5 

59.3 

57.0 

20.5 

20.2 

29.7 

26.0 

11.4 

20.2 

6.7 

8.7 

0.7 

0.8 

0.7 

0.2 

2.4 

5.3 

3.6 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童の母親（R5）

N=414

就学前児童の母親（H30）

N=490

小学生の母親（R5）

N=418

小学生の母親（H30）

N=461

フルタイムで就労している
パート・アルバイト等で就労している
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまでに就労したことがない
無回答

 
資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 

 
 

■現在働いていない母親の就労希望（令和５年度） 

24.0 

29.0 

42.0 

19.4 

28.0 

48.4 

6.0 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童の母親

N=50

小学生の母親

N=31

⼦育てや家事などに専念したい
⼀番下のこどもが⼤きくなったら就労したい
すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい
無回答

 
 

資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 
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 （３）育児休業の取得状況 

アンケート調査の結果から、未就学児の保護者の育児休業の取得状況を見ると、｢取得

した（取得中である）」と回答した人は、母親で８５．１％、父親で１１．５％となっています。

平成３０年度調査結果に比べると、いずれも取得率は上昇していますが、父親の取得率

は依然として低調です。 

 

■就学前児童の保護者の育児休業の取得状況（平成 30 年度調査結果との比較） 
 

85.1 

62.2 

11.5 

1.9 

14.9 

37.8 

88.5 

98.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親（R5）

N=303

母親（H30）

N=384

父親（R5）

N=358

父親（H30）

N=481

取得した（取得中である） 取得していない

 
資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 
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４ アンケート調査結果に見る子育て支援ニーズ等 

 

（１）子育てをする上で、近所や地域に望むこと 

子育てをする上で近所や地域に望むこととしては、「子どもが危険な目に遭いそうな

ときは手助けや保護をしてほしい」（就学前：７8．7％、小学生：80．1％）が最も多く、以

下、「子どもが良くないことをしているのを見かけたときは、注意してほしい」（就学前：   

４8．6％、小学生：５9．1％）、「出会った時に気軽に声をかけあうなど、子どもにかかわ

ってほしい」（就学前：３8．4％、小学生：34．9％）と続いています。 

 

■子育てをする上で、近所や地域に望むこと 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 

 

78.7 

48.6 

38.4 

10.6 

9.2 

6.5 

1.2 

8.0 

1.9 

80.1 

59.1 

34.9 

3.6 

6.7 

4.5 

1.4 

7.2 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが危険な目に遭いそうなときは

手助けや保護をしてほしい

子どもが良くないことをしているのを

見かけたときは、注意してほしい

出会った時に気軽に声をかけあうなど、

子どもにかかわってほしい

緊急の用事などの時に

一時的に子どもをあずかってほしい

子どもを対象とした遊びや

活動などにかかわってほしい

育児などで困ったことがあった場合には

相談に乗ってほしい

その他

特にない

無回答

就学前児童の保護者
N=414

⼩学⽣の保護者
N=418
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（２）子どもを取り巻く環境で特に問題だと思うこと 

子どもを取り巻く環境のなかで、特に問題だと思うこととしては、｢交通事故や犯罪な

ど危険になった」（就学前：５5．8％、小学生：４９．３％）が最も多く、次いで「インターネッ

トなどで情報があふれすぎている」（就学前：４７．８％、小学生：５２．４％）、「戸外で遊ぶ

ことが少なくなった」（就学前：３６．２％、小学生：４１．４％）、「ＳＮＳによるトラブルが増え

た」（就学前：３２．１％、小学生：２６．３％）が上位にあがっています。 

 

■子どもを取り巻く環境で特に問題だと思うこと 
 

55.8 

47.8 

36.2 

32.1 

15.9 

12.1 

11.6 

11.4 

10.6 

8.9 

8.7 

7.2 

4.1 

3.4 

6.8 

1.0 

49.3 

52.4 

41.4 

26.3 

20.1 

18.7 

9.1 

10.5 

15.1 

12.4 

9.8 

10.0 

6.5 

2.2 

3.1 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80%

交通事故や犯罪など危険になった

インターネットなどで情報があふれすぎている

戸外で遊ぶことが少なくなった

ＳＮＳによるトラブルが増えた

ものがあふれすぎている

友だちと遊ぶことが少なくなった

地域で子育てに関わることが少なくなった

自然が少なくなった

家庭が過保護、過干渉になった

いろいろな体験機会が減った

世代間の交流が少なくなった

塾や習い事で時間的な余裕がなくなった

スポーツをしなくなった

その他

特にない

無回答

就学前児童の保護者
N=414

⼩学⽣の保護者
N=418

 
資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 
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（３）子育てに関する悩み 

子育てに関する悩みについては、「経済的負担について」（就学前：43．5％、小学生：

37．8％）が最も多く、就学前児童の保護者については、「子育てと仕事の両立につい

て」（35．7％）、「食事や栄養について」（34．3％）がそれに続いていますが、小学生の保

護者では「子どもの教育に関して」（36．8％）が２番目に高い割合となっています。 

 

■子育てに関する悩みはあるか（上位 17 項目抜粋） 

   資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 
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4.6 

4.6 

3.9 

3.6 

2.7 

2.4 

1.2 

37.8 

25.6 

18.9 

36.8 

14.6 

15.1 

8.9 

13.2 

4.3 

3.6 

1.7 

13.6 

1.4 

2.9 

1.4 

0.0 

5.0 

0% 20% 40% 60%

経済的負担について

子育てと仕事の両立について

食事や栄養について

子どもの教育に関して

病気や発育、発達について

子どもとの時間がとれない

やりたいことが十分にできない

しかりすぎているような気がする

配偶者の協力が少ない

配偶者と子育ての意見があわない

配偶者以外子育ての協力者がいない

いじめ等友だちづきあい

話し相手や相談相手がいない

子どもに手をあげたり暴言を言ってしまう

まわりの目が気になる

保育サービス等の利用方法等がわからない

不登園・不登校等の問題

就学前児童の保護者
N=414

⼩学⽣の保護者
N=418
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（４）子育てと仕事の両立支援として、企業に期待すること 

子育てと仕事の両立支援として、企業に期待することについては、「子どもが病気やけ

がをしたときに休暇を取りやすい環境をつくる」が 80．7％と最も多く、以下、「妊娠中

や育児期間中の勤務を軽減する（フレックスタイム制度や短時間勤務制度など）」（６５．７

％）、「子育てと仕事の両立に向け、職場内の理解を深めるための啓発を行う」（５１．７％）、

「育児休業制度・再雇用制度などを整備するとともに、制度を利用しやすい環境をつく

る」（５０．０％）と続いています。 

 

■子育てと仕事の両立支援として、企業に期待すること（就学前児童の保護者） 

                資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 

 

80.7 

65.7 

51.7 

50.0 

45.2 

23.2 

5.8 

4.1 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもが病気やけがをしたときに

休暇を取りやすい環境をつくる

妊娠中や育児期間中の勤務を軽減する

（フレックスタイム制度や短時間勤務制度など）

子育てと仕事の両立に向け、

職場内の理解を深めるための啓発を行う

育児休業制度・再雇用制度などを整備するとともに、

制度を利用しやすい環境をつくる

男性が育児休業制度を利用しやすくするなど、

子育てに男性が参加できる環境をつくる

事業所内に保育施設を設置する

その他

特にない

無回答

N=414
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（５）どのような遊び場を望むか 

どのような遊びを望むかについては、｢雨の日でも遊べる」（就学前：８３．６％、小学

生：６６．７％）が最も多く、就学前児童の保護者については、「遊具などの種類が充実して

いて、きちんとメンテナンスされている」（７８．３％）、「遊び場やその周辺の環境が良く、

安心して遊べる」（６６．４％）がそれに続いていますが、小学生の保護者では「家の近くに

ある」（５６．２％）が２番目に高い割合となっています。 

 

■どのような遊び場を望むか 
 

83.6 

78.3 

66.4 

62.6 

58.0 

51.2 

49.0 

31.6 

26.8 

4.8 

0.7 

1.0 

66.7 

55.5 

53.8 

56.2 

42.1 

51.4 

41.6 

44.3 

21.5 

3.1 

2.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

雨の日でも遊べる

遊具などの種類が充実していて、

きちんとメンテナンスされている

遊び場やその周辺の環境が良く、安心して遊べる

家の近くにある

衛生的である

思い切り遊ぶために十分な広さがある

遊び場周辺の道路が安全である

自由に野球・サッカーなどのボール遊びができる

遊び場に子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいる

その他

特に望むことはない

無回答

就学前児童の保護者
N=414

⼩学⽣の保護者
N=418

 
                資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 
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（６）子どもの生活状況調査結果に見る相対的貧困率 

子どもの生活状況調査結果によれば、本市の子育て世帯の貧困線（等価可処分所得の

中央値の半分）は１３７．５万円となっており、貧困線に満たない世帯（以下、「低所得世

帯」という。）の割合は９．１％となっています。また、ひとり親世帯ではこの割合が３２．１

％に増加します。 

また、低所得世帯やひとり親世帯では、現在の暮らしの状況について、「苦しい」「大変

苦しい」という回答割合がそれ以外の世帯に比べ高くなっています。 

 

■低所得世帯の割合 

9.1 

32.1 

86.3 

61.5 

4.7 

6.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=707

ひとり親世帯

N=109

低所得世帯 ⾮低所得世帯 無回答

 

 
■現在の暮らしの状況 

1.4 

1.6 

1.2 

1.6 

8.2 

8.8 

7.6 

9.2 

5.5 

59.7 

61.4 

57.7 

32.8 

63.1 

42.2 

22.9 

22.9 

23.0 

35.9 

21.3 

34.9 

6.9 

4.8 

9.4 

31.3 

4.1 

16.5 

0.8 

0.5 

1.2 

0.7 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=707

小５世帯

N=376

中２世帯

N=331

低所得世帯

N=64

非低所得世帯

N=610

ひとり親世帯

N=109

⼤変ゆとりがある ゆとりがある
ふつう 苦しい
⼤変苦しい 無回答

 
資料：子どもの生活状況調査結果  
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（７）市の子育て支援施策の重要度 

本市における１２の子育て支援策のうち、「とても重要」「重要」の割合が最も高かった

のは「子育て費用への支援」（就学前：９５．２％、小学生：９０．９％）で、就学前児童の保護

者については、「働きながら子育てできる環境づくり」（90.6％）、「子育てに配慮したま

ちづくりの整備」（88.9％）、小学生の保護者については、「医療機関の整備・充実」

（89.2％）、「学校施設の整備」（85.1％）が上位にあがっています（次ページのグラフも

参照）。 

 

■市の子育て支援施策の重要度（就学前児童の保護者） 

77.3 

15.7 

13.8 

32.6 

68.4 

35.3 

51.0 

55.3 

41.5 

44.4 

32.1 

64.3 

17.9 

39.6 

36.0 

33.3 

22.2 

29.7 

34.3 

33.6 

31.2 

35.0 

43.5 

24.2 

3.1 

36.7 

43.5 

28.3 

7.2 

30.0 

12.1 

8.7 

24.4 

17.6 

20.0 

8.7 

0.2 

4.6 

3.1 

1.4 

0.5 

2.7 

0.7 

0.7 

0.5 

0.5 

2.2 

0.2 

0.2 

0.7 

0.2 

0.2 

1.4 

3.1 

3.6 

3.6 

1.7 

2.2 

1.9 

1.7 

2.4 

2.4 

1.9 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①子育て費用への支援

②情報提供・相談体制の充実

③地域で子育てを助け合う体制づくり

④支援を必要とする子どもや家庭への取組み

⑤働きながら子育てできる環境づくり

⑥男女が共に子育てに参加する環境づくり

⑦保育施設の整備

⑧子育てに配慮したまちづくりの整備

⑨教育環境の充実

⑩学校施設の整備

⑪保健サービスの充実

⑫医療機関の整備・充実

とても重要 重要
どちらとも⾔えない あまり重要ではない
全く重要ではない 無回答

N=414

 
                資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 
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■市の子育て支援施策の重要度（小学生の保護者） 

66.3 

14.6 

12.9 

32.1 

45.2 

24.2 

25.8 

37.6 

45.9 

45.9 

29.7 

62.4 

24.6 

36.1 

31.8 

32.5 

33.5 

32.5 

43.8 

40.4 

34.9 

39.2 

37.1 

26.8 

4.8 

39.7 

45.5 

28.5 

15.8 

35.4 

23.9 

17.0 

14.6 

9.6 

26.6 

6.0 

0.7 

4.3 

5.3 

1.7 

0.7 

2.4 

1.9 

0.7 

0.2 

1.0 

1.4 

0.2 

1.2 

0.5 

1.0 

1.2 

0.5 

3.6 

4.1 

4.1 

4.3 

4.5 

4.3 

4.3 

4.3 

4.3 

4.1 

4.8 

4.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①子育て費用への支援

②情報提供・相談体制の充実

③地域で子育てを助け合う体制づくり

④支援を必要とする子どもや家庭への取組み

⑤働きながら子育てできる環境づくり

⑥男女が共に子育てに参加する環境づくり

⑦保育施設の整備

⑧子育てに配慮したまちづくりの整備

⑨教育環境の充実

⑩学校施設の整備

⑪保健サービスの充実

⑫医療機関の整備・充実

とても重要 重要
どちらとも⾔えない あまり重要ではない
全く重要ではない 無回答

N=418

 
                 資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 
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（８）市の子育て支援施策の満足度 

本市における１２の子育て支援策のうち、「やや不満」「とても不満」の割合が最も高か

ったのは「子育てに配慮したまちづくりの整備」（就学前：54.3％、小学生：５１．７％）で、

「医療機関の整備・充実」（就学前：45.2％、小学生：４６．２％）がそれに続いています。ま

た、就学前児童の保護者については「子育て費用への支援」（39.2％）、小学生の保護者

については「学校施設の整備」（４３．５％）がそれぞれ３番目に高い割合となっています

（次ページのグラフも参照）。 

 

■市の子育て支援施策の満足度（就学前児童の保護者） 

7.0 

1.2 

0.5 

1.2 

10.4 

1.7 

4.3 

0.5 

0.7 

1.0 

7.2 

2.7 

28.7 

15.2 

11.4 

9.9 

32.1 

8.5 

28.7 

10.9 

12.3 

10.6 

38.9 

17.4 

23.9 

70.3 

78.0 

75.4 

32.6 

69.1 

39.4 

33.3 

63.8 

57.0 

47.3 

33.3 

25.4 

10.1 

7.7 

9.4 

18.4 

14.0 

22.2 

35.5 

15.0 

21.3 

5.1 

26.6 

13.8 

1.4 

0.7 

2.4 

5.8 

5.8 

4.6 

18.8 

7.5 

9.2 

0.7 

18.6 

1.2 

1.7 

1.7 

1.7 

0.7 

1.0 

0.7 

1.0 

0.7 

1.0 

0.7 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①子育て費用への支援

②情報提供・相談体制の充実

③地域で子育てを助け合う体制づくり

④支援を必要とする子どもや家庭への取組み

⑤働きながら子育てできる環境づくり

⑥男女が共に子育てに参加する環境づくり

⑦保育施設の整備

⑧子育てに配慮したまちづくりの整備

⑨教育環境の充実

⑩学校施設の整備

⑪保健サービスの充実

⑫医療機関の整備・充実

とても満⾜ 満⾜
どちらとも⾔えない やや不満
とても不満 無回答

N=414

 
                資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 
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■市の子育て支援施策の満足度（小学生の保護者） 

3.6 

0.5 

0.5 

0.7 

3.1 

0.7 

1.0 

1.0 

1.2 

1.4 

3.8 

2.2 

24.2 

8.6 

5.5 

6.5 

31.6 

6.9 

22.5 

9.3 

12.7 

17.5 

29.9 

18.4 

28.9 

72.7 

82.3 

72.7 

42.6 

72.2 

57.9 

35.6 

52.4 

35.4 

59.6 

30.9 

30.1 

12.7 

6.2 

10.8 

15.1 

12.2 

12.0 

34.7 

22.5 

26.8 

2.4 

30.4 

11.5 

3.6 

3.1 

6.0 

5.3 

5.0 

4.5 

17.0 

9.3 

16.7 

2.2 

15.8 

1.7 

1.9 

2.4 

3.3 

2.4 

2.9 

2.2 

2.4 

1.9 

2.2 

2.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①子育て費用への支援

②情報提供・相談体制の充実

③地域で子育てを助け合う体制づくり

④支援を必要とする子どもや家庭への取組み

⑤働きながら子育てできる環境づくり

⑥男女が共に子育てに参加する環境づくり

⑦保育施設の整備

⑧子育てに配慮したまちづくりの整備

⑨教育環境の充実

⑩学校施設の整備

⑪保健サービスの充実

⑫医療機関の整備・充実

とても満⾜ 満⾜
どちらとも⾔えない やや不満
とても不満 無回答

N=418

 
                 資料：子ども・子育て支援に関するアンケート調査結果 

 
 




